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＜連絡事項＞
・来週の馬渡Ｄｒ診察はお休み。
・Ｃユニット見守りから離れるときは他スタッフに声掛けし、継続した見守りができるよう協力し合う。

＜入室状況＞
【転出】
・岩舘　俊治様～東病棟Ｂユニット2号室→西病棟Ｂユニット29号室
・大崎　綾子様～西病棟Ｃユニット6号室→南病棟Ｂユニット101号室 

【転入】
・坂本　愛子様～西病棟Ａユニット45号室→東病棟Ｄユニット19号室

【入院】
・郷呂　久美子様～東病棟Ｄユニット18号室
・坂田　輝様～東病棟Ａユニット11号室
・小野寺　チヱ様～東病棟Ｃユニット6号室

【ユニット移動】
・山谷　由香様～東Ａユニット16号室→合併症室

＜患者様連絡事項＞
・坪坂　真由美様～受診の為外出。次回：1/23　外出申請済み、入院証明書依頼済み。
・長根　瞳様～主治医指示にて肩拘束のみ解除となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放中他患への迷惑行為あり早めに開放観察終了する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時眼光の鋭さあるが粗暴性や妄想言動はなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。女性スタッフにてオムツ交換時気分高揚さあり10：55不穏時リスパダール内用液（2）1P服用される。服用後は時折スタッフコールあるも不穏興奮なく経過。身体拘束部位トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

[bookmark: _GoBack]・磯嶋　茜様～８時～16時の開放観察指示あり。開放中適度に他者交流見られ不穏興奮は無し。施錠にも拒否なく応じている。16：32主治医診察にて隔離解除となる。

・長浜　厚子様～身体拘束中。バイタルサイン著変なし。食事は各食数口摂取し嘔吐なし。他患対応中でも大声でのスタッフコール頻回にある。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜小栁Dr診察＞
・長根　瞳様～身体拘束後の本人の状態お伝えする。処方変更なし。主治医指示にて肩拘束のみ解除となる。

・伊藤　修様～処方指示変更なし。南病棟転出可。

・細川　輝子様～処方指示変更なし。南病棟転出可。

他患者様の指示・処方変更なし。

＜入院患者様情報①＞
日　　時：令和8年1月16日　10:23
　氏　　名：坂田　輝（さかた　てる）様　
　生年月日：昭和13年1月2日(88)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr.　サポート医：小栁Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Ａユニット

　＜経過＞
統合失調症で当院入院、治療歴あり。
　入所中の有料老人ホーム内で妄想が再燃し、暴言や易怒性、内服拒否
　等をみとめ対応困難となっていた。同室の夫にも暴言、暴力行為あり
　本日、診察となる。幻覚妄想状態、精神運動興奮状態にあり家族等の
　同意を得て東病棟Ａユニットへ医療保護入院となる。

＜入院患者様情報②＞
日　　時：令和8年1月16日　11：42
　氏　　名：小野寺　チエ雄（おのでら　ちえ）様　
　生年月日：昭和15年8月29日(85)
　病　　名：アルツハイマー型認知症、レビー認知症疑い
　合併症　：高血圧症、便秘症
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr.　サポート医：小栁Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

＜経過＞
　令和5年12月に盛岡市から息子宅近くのおいらせ町に転居。転居前の10月頃に「家の
２回に誰かいる」「子どもの声が聴こえる」と息子に電話したり、鍵をしまった場所
を忘れる事が多くなった。転居後も買い物から帰宅後に「なんで誰もいないの」と息
子に電話することが多くなってきた。一連の症状から認知症を疑い、石田温泉病院か
らの紹介で令和6年4月22日当院初診。MCI疑いにて経過フォロー次回3-6ヵ月後の予定
であったが、その後予約の取得はなく経過。令和7年9月おいらせ町保健師へ、本人よ
り物忘れの訴えがあったことや気分の浮き沈みがみられると相談があったことからHD
S-R施行したところ26点。また、アパートのドアをノックされた、外に出ると誰もいな
い。小石をぶつけあれる音もするといった幻聴様の経験が数回あると本人より報告が
あった。当院のフォロー受診も息子の多忙で行われていなかったことから令和8年1月
8日当院を再診。受診時、3日前に転倒し、おいらせ病院で頭部CT検査を行ったが異常
なしであったと家族から話があったが、その時の状況を本人は覚えていなかった。令
和8年1月8日には交番に一人で訪ねていくがその動機は不詳であり、更に後日には本人
がそのエピソードを覚えていなかったことから独居生活は困難とされ、入院の希望が
あった。本日、東病棟Cユニットに医療保護入院となる。

＜入院患者様情報③＞
日　　時：令和8年1月16日　12:10
　氏　　名：郷呂　久美子（ごうろ　くみこ）様　
　生年月日：昭和41年4月13日（59）
　病　　名：アルコール使用障害
　合併症　：全般不安障害、原発性マクログロブリン症
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dｒ
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

＜経過＞
　初飲は15歳。中学卒業後に水商売の仕事に就いたことがきっかけで、それ以降週3～
4回程、ビールや日本酒、ウイスキー等を飲酒し徐々に習慣化した。平成31年、現在の
夫との再婚を機に新潟県から青森県階上町に転居した。新潟県在住時よりうつ病の既
往あり15年以上にわたり治療を行っていた（毎年のように状態悪化し数ヶ月退院の入
院をしていた）というが治療の詳細は不明である。階上町に転居後はうつ病の治療を
中断していたが、病状悪化し八戸市立市民病院を受診。うつ病とアルコール依存症の
診断を受けて、同院にアルコール依存症治療目的で計3回の入院歴がある。当院へは入
院断酒プログラムを希望され令和5年7月18日に初診された。外来通院する中でも断酒
意思の変わりなかったため同年9月26日当院1回目の任意入院となる。同年12月15日に
当院退院して以降は通院を継続していたが、意欲の低下が持続しており、不安感や不
眠症状も徐々に増悪。断酒期間もあったものの、最終的には飲酒を再開するなど断酒
の維持が困難であった。夫からのストレスも増大しており本人より入院の希望が聞か
れ、令和6年6月25日に当院2回目の任意入院となった。令和6.9.28症状改善したため自
宅退院となっている。退院後は外来通院・服薬治療継続していたが、R7.8は定期受診
に来院できず、9/12外来受診している。受診時アルコール飲酒再開しており、内服薬
も残数なく中断する形となっており手指振戦などがあることから入院でのアルコール
断酒希望聞かれている。生活状況も夜間過食となることなどを理由に述べており当院
での2回目のアルコール依存症治療プログラム目的にて令和8年1月16日任意入院予定と
なる。



　

